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　被災された方々からボランティアのみなさんへ、その時に伝えきれなかった感謝の気持ちをお寄せいただきましたので、
今回はこのページを活用して「ありがとう」をお届けします。
　災害直後から地域で力を合わせて行われた救助活動や復旧支援活動に、日頃からの地域のつながりの強さを感じ、その
大切さを改めて感じました。そして、災害ボランティアセンターに朝早くから「何でもやるで！」「どこでも行くよ！」と来てくだ
さり、気持ちよい笑顔で帰って行かれるボランティアのみなさんの姿に感動する毎日でした。今回の災害で、「助けあい」「お
互いさま」の心に、人のもつ力の大きさを知りました。
　被災された方々はもちろん、地域住民、社協職員など・・・ここには載せきれない「ありがとう」がたくさんあることもお伝え
しておきます。本当に、ありがとうございました。（本部　日下 奈津美）

　困った時に助けを待つ人。その困った人々を助けてあげられる人。
　トライやるウィークの目的でもあるこんな考え方が、この台風９号
で被害を受けた当自治会に及ぶとは考えも思いつきませんでした。
　正に困った曲里の住民の復旧作業に対し、災害ボランティアセ
ンターを立ち上げ、支援の窓口となって活動していただいた社協
の皆さん、ボランティアとしてお手伝いをいただいた山崎高校、
伊和高校、宍粟商工会青年部の皆さん、他府県より駆けつけて
いただいたお一人お一人の皆さんに住民を代表して心から「本
当にありがとうございました」とお礼申し上げます。（到着いただ
いた時は感激の余り声が出ませんでした。）
　「恩返しは順送り」の言葉に従い、必ず私たちも実行出来る恩
返しに参加する事をお誓いして諸兄に対するお礼のメッセージ
といたします。合掌

　この度の水害は、私達にとっても思わぬ出来事でした。
　避難場所から自宅へ戻った時の家の様子をみて、目を覆うば
かりの光景でした。これから、どの様に片付けをしていけばいい
のか、頭の中は真っ白でした。そんな時、ボランティアの方が大勢
来て下さり、泥や、水につかった家具等の片付けを手伝って下さ
り、家の者だけではどうしようも出来ない片付けを暑い中、一生
懸命手伝って頂き、本当に嬉しかったです。
　中安積の方々、社協の方々、伊和高校・山崎高校の生徒さん、
一般の方々、沢山の方のお世話になった事は、私達人生にも忘
れられない程、嬉しい事でした。ぼちぼちですが、何とか前向きに
頑張っています。本当に有難うございました。

　８月９日～１０日にかけて台風９号が大きな災害になりました。
　私は一人暮らしをしています。
　８月１４日からボランティアの人達に来てもらいました。児童養
護施設の子どもや先生、淡路や市川、伊和高校の生徒や先生、
郵便局の人、市内の皆さん、たくさんのボランティアの皆様、本当
に助けてもらいました。１日中、大変な作業して疲れておられる
のに、帰られる時は、みなさん私の顔を見て頑張って下さいと
言って帰られました。本当に涙がでるほど嬉しかったです。
　ボランティアの皆様、本当にありがとうございました。心から感
謝をします。
　私もこれから元気で頑張ります。

　夜中、緊急避難放送に驚く間も無く、川のようになった家の外
に飛び出して無我夢中で家を後にしました。翌日、我が家は泥の
海の中にありました。夏の暑さの中、泥をかき出す作業に終日追
われ、疲労から皆口数も少なくなって行きました。
　そんな頃、ボランティアの皆さんが来て下さいました。本当に
心強くたのもしく思い、うれしかったです。高校生たちはいやな
顔一つせずに一生懸命に泥だらけの仕事をしてくれました。ま
た、別の日は男性３人女性１人の若者たちがはるばると遠い加西
市からやって来てくれました。彼らは狭い床下にもぐりこんで、重
い泥をバケツに何杯もかき出してくれました。誰でも躊躇するよ
うな作業を彼らは明るく元気にやってのけてくれたのです。体ひ
とつで駆け付けてくれたそのボランティア精神は尊く、彼らのひ
たむきな行動とやさしい温かさによって悲しみと疲れに沈み込ん
でいた私たちは笑顔を取りもどすことができました。
　今年の夏、水害でたくさんの物を失い、悲しくつらい経験をし
ました。しかし、ボランティアの皆さんの真剣な行動と元気な笑顔
は私たちにとって素晴しい大切な思い出になりました。もしも、ま
たいつか会うことができるのなら、心からお礼を言いたいです。
本当にありがとうございました。

　８月９日の台風９号の集中豪雨で思いもよらない被害を受け
ました。
　朝４時避難場所から帰った時は、家の外は谷川からの土砂流
で土砂の山になり、家の中に入ると畳は持ち上がり、冷蔵庫、レ
ンジ、米びつは倒れ、泥をかぶり悲惨な状態でした。一晩のうち
に、かわりはてた我家を見て、ただぼう然としました。夜が明け
ると、親戚、地域の人たち、消防さんと大勢の人たちが来て下さ
り、土砂を取り除いたり、水を被って重くなった畳を運び出して
下さり、家中の泥を洗い流したり・・・と多くの人達にお世話にな
り助けて頂きました。本当にありがとうございました。
　また、数日後、ボランティアの方には「床下の泥」を運び出し
て頂きました。短時間に手早く、一生懸命作業して下さる姿を
見て「こんな大変な作業によく来て下さったんだ」と感謝の気
持ちでいっぱいでした。
　私もいつかだれかの為にできることがあれば、お返ししなく
てはと思っております。また、多くの方からたくさんのお見舞い
や励ましの言葉をかけて頂き、家族みんな勇気づけられました。
心より感謝いたします。本当にありがとうございました。

　この度、思いがけない災害でびっくりしました。台風が来るた
びに災害にあわれた地方の方々の事もたいへんやなぁと思って
はいましたが、山の谷間からたくさんの土砂が流れ出て「まさか
自分の家が・・・」と、おどろきました。
　私達のために遠方から大勢の方々がボランティアとしておい
で下さった事、大変うれしかったです。また、お盆で大変忙しい時
に、そして暑い時に、一生懸命に私達のために、どろんこになった
重い物を運んでくださったり、力仕事をしていただいた事、家の
中から外回りをきれいにしていただいた事、家族みんなうれしく
思っています。この事は一生忘れません。
　その後、私達も田畑の土砂を取り除いたり、家の片付けなどを
少しずつですが日々頑張っています。ボランティアに来ていただ
いた皆様もお体に気をつけて健康第一でこれからも頑張って下
さい。本当にありがとうございました。

　ボランティアの全員の皆様に心から感謝の言葉とします。8月
9日忘れる事の出来ない大自然の恐ろしい力をまさか夢の様な
水の怖さを見せつけて去って行きました。
　残ったものは瓦礫の山、泥。流れてなくなる物、よそから流れ
て来た物。その大変な時にボランティアの方が、心からの応援有
難うございました。
　床下の泥出しなどきたない所、におい、暑さと・・・心と身体の汗
をふくまもなく献身的に。ただ頭のさがる。有難うございました。
　お金では買えない人と人のふれあい。今あらためて１人１人の
心に認識を高めて自分の出来る範囲で恩返しの万分の一にで
もなれば。健康に気をつけて周りの人達と仲良く暮らして行きた
いと思います。

匿名

安積盛久（一宮町曲里）

伊達みよし（一宮町曲里）

前橋信也（一宮町曲里）

　災害の翌朝、母屋と工場の惨状を目にした時、「この歳でもう
再起は無理だな、私たちの人生も終わりだな」と思いました。
　地域の方々やボランティアの方々、たくさんの皆様に復旧作業
をして頂き日を追うごとに泥が撤去されました。空洞になってし
まった我が家や工場の様子を見るにつけても、何とも言えない悲
しさや当たるところのない憤りを感じずにはいられませんでした。
しかし、黙々と作業して下さる皆様の姿に触れると「このままでは
人生は終われない」という気持ちが心の大部分を占めるようにな
り、弱気でいる自分が恥ずかしいと思うようになりました。何とか
早い時期に仕事が出来るように一歩一歩踏み出すことが、助けて
頂いた皆さんに対する答えなのだと思っています。
　一生に一度というような水害に私たちは遭遇しました。そして、
皆さんボランティアさんの力をお借りして再起の道を歩もうとし
ています。その勇気と希望を皆さんに頂きました。ただただ感謝
の気持ちでいっぱいです。今はこの気持ち以外何も言えません。
本当にありがとうございました。 山本大輔（一宮町三方町）

　この度の災害で、今までテレビで見ていた場面が目の前に広
がり、あ然とし、どうしていいか分からない状態でした。家の中に
入ったドロを出す作業も思う様にいかず、疲れが増すばかりの毎
日だったと思います。そんな時、ボランティアの方が来て下さり、
テキパキと動き、しかも笑顔で手伝ってくださいました。若く元気
な人達に助けて頂き、自分達もがんばろうと思えました。本当に
ありがとうございます。

匿名

　ありがとう。
　先日の９号台風の後、我が家は無残にも、泥の海と化し、避難
所から翌朝帰ってぼう然としました。どこから手をつけてよいの
かあまりの変わりように途方にくれました。気をとりもどして老人
２人、娘夫婦、孫１０人、友人達に手伝ってもらい整理を始めたが
家の中だけで精一杯で、家の外は後からと思っていました。とこ
ろが、隣の県土木の同僚の方達１４～５人がボランティアとして
泥の運び出しをして下さり大変助かりました。自分達では出来な
いところを泥まみれになって心よくしてもらい本当にありがたく
頭が下がりました。娘夫婦や皆で「ありがとうございました」の一
言お礼を言うのがやっとで、涙が出てきました。ありがとうござい
ました。このご恩は一生忘れません。 垣本和子（一宮町曲里）

金本為治、きみよ（千種町下河野）

　私たち夫婦は、障害者です。豪雨による河川が氾濫し床上７０
ｃｍ浸水の被害を受けました。夜中の１時過ぎ、家の中に水が入
り、あっという間に水嵩が上がり逃げることができなくなり、レス
キュー隊のみなさんに助けられ避難することができました。
　社協の職員のすばやい対応ですぐにボランティアの方々が来
て道と庭のどろ出しや片付けが始まりました。何日もたくさんの
方々がボランティアに来てくださり助けていただきました。感謝
の気持ちでいっぱいです。ありがとうございました。
　そして、地域のみなさんはじめ、数多くの方たちにもお世話に
なりました。ありがとうございました。 (山崎町田井　50歳)

筧　和子（波賀町小野）

山根富恵（千種町下河野）

　今回、８月９日の台風９号の豪雨災害により大規模半壊を受け
社会福祉協議会の職員及び関係方々のお世話になり心より厚く
御礼申し上げます。又、ボランティアの皆々様のあたたかいおか
げで大規模半壊にもかかわらず約１月で８割以上の災害復旧が
できました事を心から厚く御礼申し上げます。
　今後、このような災害がないよう願いボランティアのみなさん
のご健康とご多幸をお祈り申し上げます。
　誠に心より厚く御礼申し上げます。 嶋津勝廣（山崎町三津）
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　この度、思いがけない災害でびっくりしました。台風が来るた
びに災害にあわれた地方の方々の事もたいへんやなぁと思って

頭が下がりました。娘夫婦や皆で「ありがとうございました」の一
言お礼を言うのがやっとで、涙が出てきました。ありがとうござい
ました。このご恩は一生忘れません。 垣本和子（一宮町曲里）
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